平成２２年度第１回射水市少子化対策推進委員会
及び射水市子ども施策推進委員会次第

日時　平成２２年６月２４日(木)

　　　午後１時００分から
場所　射水市役所新湊庁舎３階
別館302～303会議室 　　

出席者　明橋委員　　　津田委員（代理　河田教頭先生）

　　　　石津委員　　　平野委員

　　　　楠井委員　　　前田委員
　　　　肥田委員　　　前手委員

　　　　小林委員　　　山崎委員

　　　　清水委員　　　
欠席者　佐々木委員

　　　　高島委員

　　　　堀田委員

Ⅰ　開　会　　　１３時０５分
Ⅱ　委嘱状の交付　机に配付
Ⅲ　福祉保健部長あいさつ　松岡部長
Ⅳ　委員紹介　衞係長が紹介
Ⅴ　会長、副会長の互選　　(事務局一任の声あり)　　　会長　石津委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　津田委員
Ⅵ　議　題　　　　石津会長が議長を務める。
　　　　　　　　　会長あいさつ(要旨)　子育て支援については現在、国の施策が動いている状態で、参議院選挙の争点でもある。少子化対策推進委員を務めていて思ったことは、地域の中に子育てについて熱意を持っている人が多いということ。今後とも市民の方々と意見交換ができるようお願いしたい。
〔報告事項〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　射水市少子化対策推進員会及び射水市子ども施策推進委員会について　　

資料１について　　　　中島主任説明
　　意見質問事項　なし
〔審議事項〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　射水市少子化対策及び子ども施策に関する推進計画にかかるアンケート調査について
資料６、別紙２について　衞係長説明
　　意見質問事項　前田委員　アンケートの300という数字ですが、取りやすさからいうと、1学級だといいが、抽出して実施するのは難しい。
前手委員　アンケートを抽出ではなく全員から取ったらどうか。

山崎委員　質問内容が小5と中2で同じでいいのか。内面も違うだろうし。また、４択での答えだけでだと日頃の考え意見を伺うアンケートとはいえないのではないか。質問内容をもっと掘り下げたらどうか。
楠井委員　アンケートを毎年継続して実施するのであれば同じ人で実施したほうがいいのではないか。抽出で全体が見えるのか。

石津会長　全数かサンプリングか、どちらがいいのか。

清水委員　全体の何％を抽出すればいいか決まっていたかと思うのだがどうか。

　　　　　自分もアンケートを何回もやったことがあるが、全体１８００のうちの抽出数３００は多い方だと思う。
　　　　　前回の配付回収方法はどうだったか。
事務局　　学校ではなく家で書いて回収ではないか。

前田委員　学校を仲介しないのはありがたいが、そうすると余計に抽出ではやりにくい。１クラス全体としてとった方がやりやすい。

石津会長　今までの話をまとめると、事務局には全数調査でお願いしたい。

　　　　　ほかには、何かないか。

前手委員　楽しい、楽しくない、の後に自由記入欄があればいい。

石津会長　アンケート対象者とその内容は前回と比べてどうか。

事務局　　対象と内容は前回のものを参考にしている。

　　　　　今回は前回のものを抜粋して項目を載せた。

委員　　学校としては、楽しい、楽しくないという答えの理由を知りたい。

　　　　　また、家庭での様子も知りたい。自分を大切にされていないと感じる子がいればどうしてそう思うのかを知りたい。そこから家庭の姿が見えるのではと思う。

明橋委員　自由記載欄を設けたらどうか。問題のある人がスルーされるような問題ではよくないと思う。

　子どものニーズを調査するということなので、地域でこういった活動をしてほしいとか、こういった場所がほしいということを聞いたらどうか。
事務局　　問５の後、どうしてそう思うのかという問を加え自由記載欄を設け、問５－１に進む人と問５－２に進む人に分かれるようにするのでいいか？
前手委員　問５－１の反対に誰に大切にしてもらいたいですかという問を問５－２としてもっていけばどうか。

委員　　どういうことをもって大切にされていると感じるかということも聞いたらどうか？

楠井委員　今回はそこまで掘り下げなくてもよいのではないか。

　　　　　そのような設問が必要なときもあるかもしれないが、今回は質問のボリュームを考えたら、不要なのではないか。

山崎委員　詳しく知りたくてもボリュームが多いというのなら、小５には調査せず、中２では調査するというふうにしたらどうか。

　　　　　せっかくアンケートをとるのだから、先生たちは掘り下げたことを知りたいかもしれない。このアンケートは単に％を出すためのアンケートではないはず。数値を知りたいだけのアンケートだと、その数値が一人歩きしそう。
荒木次長　このアンケートの目的は、計画の進捗管理としての数値を確認したいということ、また、子どもたちの生の声、思いを得て具体的な施策等に反映させるということである。ただ、それをどういう形で問うのかご意見いただいてるところだが、両方を得るためのアンケートである。
石津会長　数値を把握したいというのと、ニーズを把握したいという２つことをしたいということで、意見が割れるところだと思うが、どちらかというと子どもの内面まで知りたいという意見が多いようだ。
前手委員　子どもの内面というのはよくわからないが、問８、９については、小学生は確実に地域活動に参加している子が多いが、中学校になったら不参加が多くなる。それが、どういう風になっていくのかがわかると思う。

石津会長　ほかには何かないか。

清水委員　問１０について、相談したい人がいないと答えた人の意見が次につながっていないのではないか。
前手委員　問１０－１として誰に相談したいかを問えばどうか。

清水委員　アンケートとしては「いる」「いない」を問えばいいが、子どもたちのことを考えると、「相談する人がいない」と答えた子のことを考えてあげないといけないのではないか。

泉課長　　問１０の後に「誰に相談したいか」を問う欄を設けるのでよいか。
明橋委員　問１３、１５はマイナスの回答について次の問いがある。問１０も「いない」「わからない」の子どもに対して「どうしてそう思うのですか」といったような問題を次にもってくればどうか。そうすると「話をきいてくれない」とか「はずかしい」とか「相談しても仕方がない」とかいう気持ちが伺える。

楠井委員　問１１は「あなたはどんな窓口だったらそうだんしたいとおもいますか」と聞いている。だから、「いない」という子を完全にスルーしている訳ではないと思う。

衞係長　　この場合はそういう意図で問１１で「どのような窓口だったら相談してみようと思うか」を聞いている。
石津会長　問１１で聞いているので、特に設問を設けないのでよいか。
全委員　　了承する。

委員　　　問１３で相談窓口を利用したことがあるかを問うているが、具体的な場所は聞かなくてよいか。

事務局　　それぞれの相談窓口について相談件数等を把握しているのでどこへまでは聞かなくてもよいと考える。

前手委員　問１０において相談できる人がいる、いないに関わらず、問１３を答えるときエやオと答えるだろう。

石津会長　問１４も前回調査しているのか。

事務局　　はい。

平野委員　問９の地域のことについて、ウ、エ、オの意見を選ぶ子がいるのか。悪いことをしている子どもを見たら注意してほしいという意見を子どもが思うか。設定した意図をきかせてほしい。
事務局　　前回のアンケート調査を元に調査内容を作り、違和感を感じない設問については前回のまま掲載している。

平野委員　前回の調査でウエオに丸をつけた子どもの数はわかるのか。

前手委員　児童クラブの会合等で子どもたちに聞くと困っているとき助けてほしいという意見や危ないことをしていたら注意してほしいという意見がよく聞かれる。

石津会長　ほかには何か意見はないか。自由記載欄を設けるなどの修正をお願いしたい。この後に何か意見があった場合はどうすればいいか。

事務局　　今出た意見を確認し、この後家に帰ってから気づいたこと等あったら、６月２８日までに電話等で連絡をもらえば検討し、反映可能である。
　　　　修正箇所の確認をする。
石津会長　アンケートを毎年実施することでよいか。
全委員　　了承する。

石津会長　審議は以上だが、ほかに何かあるか。

明橋委員　アンケートは子どもの意見を聞くということで大事だが、このほか保護者の意見を聞く、ニーズを吸い上げることがどこかであるのかどうか。どういうサポートがあるのか、どのようなニーズがあるのかを聞くのはとても大事だと思う。
事務局　　少子化対策調査研究ワーク会議というのがあり、そこで子育てを支援する側と子育て中のママ１５名が子育ての現状を話す場となっている。今年度からホームページを立ち上げたり、情報誌を配ったり、ケーブルテレビを通じて情報を募集している。
明橋委員　機会があればアンケートなども実施するとよいと思う。

山崎委員　一時あずかりについて、急に申し込んで大丈夫なのか。

泉課長　　実施している園について子ども課に問い合わせてもらえばいい。

　　　　　保育園やグランパ、ふらっとで実施している。

山崎委員　広報等に載っているか。急に申し込みたいとき、どこを見ればよいかを知らせてほしい。

泉課長　　広報等で知らせたいと思う。あと、ファミリーサポートセンターもある。これは小杉社会福祉会館での相談となる。

荒木次長　子ども課に連絡してもらえば、地区等でどこに言えばよいか紹介する。

石津会長　一時預かりは民間が多い。
泉課長　　民間でも公立でもやっている。

事務局　　今後のスケジュールについて説明
Ⅶ　閉　会　　　１４時２６分






